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図版30　芦ノ口遺跡第８次調査出土土器
Pl. 30　Pottery from TM8

図版31　芦ノ口遺跡第８次調査出土石器
Pl. 31　Stone implements from TM8
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ふ り が な
所 収 遺 跡 名

ふ り が な
所 在 地

コード 世界測地系
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号 北緯 東経

芦
あし

ノ
の

口
くち

遺
い せ き

跡
宮
み や ぎ

城県
けん

仙
せんだい

台市
し

太
たいはく

白区
く

三
み か

神峯
みね

一
いっちょうめ

丁目 他
ほか

04100 01035
38度
13分
35秒

140度
51分
20秒

2009.8.3
～

2009.9.30
330.3㎡

光源加速器棟
新営

2009.9.24
～

2009.10.23
90.2㎡

特高変電所
受変電整備改修
その他工事

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

芦ノ口遺跡
第７次調査

集落跡
縄文時代
古墳時代

土坑
縄文土器・土師器・
石器・漆塗製品

主な土坑は
粘土採掘坑と推定

芦ノ口遺跡
第８次調査

集落跡 縄文時代 遺物包含層
縄文土器・土師器・
石器

要　　約
芦ノ口遺跡
第７次調査

縄文時代と古墳時代の粘土採掘坑と推定される土坑を多数確認した。これらの土坑は、連
続的に掘られており、不定形な形状となる。出土遺物は、全体的に遺存状態が悪く、細か
な時期が比定できるものは少ない。そのうち１号土坑から出土した土師器のうち１点は、
古墳時代中期引田式新段階と考えられる。また、以前の調査と同様に泥炭層が確認された
が、その層厚は薄い。そのため、今回検出した泥炭層は泥炭層分布範囲の南限近くと推定
した。

芦ノ口遺跡
第８次調査

自然の沢状の落ち込みを検出した。この沢状の落ち込みは、三神峯丘陵側からの崩落土と
考えられる堆積物により埋められている。その堆積層の中からは、縄文時代前期から中期
の土器や、土師器の摩耗しきった小破片が出土している。
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